
労
働
安
全
推
進
大
会
（
長
崎
・
県
央
地
区
）

建建設設国国保保のの育育成成・・強強化化
予予算算満満額額確確保保にに向向けけてて

全
建
総
連
は
、
十
一
月
十
九

日
、
東
京
の
日
比
谷
公
園
大
音

楽
堂
に
お
い
て
、
来
年
度
の
国

の
予
算
に
私
た
ち
の
諸
要
求
を

盛
り
込
ま
せ
る
た
め
「
十
一
・

一
九
建
設
不
況
打
開
・
生
活
危

機
突
破
」
予
算
要
求
中
央
決
起

大
会
を
開
催
。
集
会
に
は
一
層

深
刻
化
す
る
建
設
不
況
の
波
を

打
開
す
る
た
め
全
国
か
ら
六
、

〇
五
七
名
の
仲
間
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
の
東
京
は
、
日
中
で
も

十
度
を
下
回
る
冷
え
込
み
で
十

一
月
と
し
て
は
十
七
年
ぶ
り
の

寒
さ
と
な
り
ま
し
た
。
集
会
の

会
場
で
は
、
降
り
し
き
る
雨
と

寒
さ
の
中
で
、
カ
ッ
パ
を
着
込

ん
だ
仲
間
や
傘
を
さ
し
て
参
加

し
た
仲
間
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

大
会
は
、
大
会
議
長
の
選
出

後
主
催
者
を
代
表
し
て
先
の
全

建
総
連
第
五
〇
回
定
期
大
会

（
十
月
二
十
一
日
〜
二
十
三
日

開
催
）
で
選
出
さ
れ
た
田
村
中

央
執
行
委
員
長
（
山
口
建
労
）

よ
り
、「
本
日
改
め
て
、
建
設

不
況
打
開
、
生
活
危
機
突
破
を

掲
げ
、
建
設
緊
急
雇
用
対
策
の

実
現
を
求
め
、
政
府
、
政
党
の

皆
さ
ん
に
要
請
し
、
全
力
で
取

り
組
む
」
と
あ
い
さ
つ
。
各
省

交
渉
団
の
決
意
表
明
後
、
民
主
、

自
民
、
公
明
、
共
産
、
社
民
、

国
民
新
党
の
各
政
党
代
表
よ
り

「
建
設
国
保
の
予
算
満
額
確
保

に
全
力
で
頑
張
る
。」
と
力
強

い
激
励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
、「
建
設
不

況
に
対
す
る
緊
急
雇
用
対
策
を

各
政
党
に
要
求
す
る
と
共
に
、

建
設
不
況
打
開
、
生
活
危
機
突

破
に
邁
進
し
て
い
く
。」
と
の

決
議
案
が
、
参
加
者
の
拍
手
で

採
択
さ
れ
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

の
後
、
会
場
の
日
比
谷
公
園
か

ら
東
京
駅
ま
で
「
建
設
国
保
を

守
れ
・
仕
事
を
よ
こ
せ
・
賃
金

を
あ
げ
ろ
」
等
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
と
と
も
に
デ
モ
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

一
〇
九
人
の
仲
間
、安
全
を
誓
う
�

―
労
災
事
故
撲
滅
を
目
的
に
開
催
―

十
一
月
十
七
日
�
に
、
西
彼

杵
郡
時
津
町
、
北
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
建
設
長
崎

労
働
安
全
推
進
大
会
」（
長
崎
・

県
央
地
区
）
が
、
総
勢
一
〇
九

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
安
全
大
会
は
、長
崎
・
県

央
地
区
と
県
北
地
区
が
、
隔
年

お
き
に
開
催
す
る
も
の

で
今
年
は
長
崎
・
県
央

地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
労
災
事

故
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
へ
の
黙
祷
を

行
い
、
相
川
執
行
委
員

長
の
主
催
者
代
表
あ
い

さ
つ
の
後
、
各
支
部
よ

り
推
薦
さ
れ
た
十
名
の

事
業
所
に
労
働
安
全
功

労
賞
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

次
に
記
念
講
演
と
し
て
「
木

造
住
宅
建
築
工
事
に
お
け
る
安

全
対
策
」
と
題
し
て
、
長
崎
労

働
局
労
働
基
準
局
安
全
衛
生
課

課
長
補
佐
の
江
頭
郁
夫
氏
よ
り

講
演
が
あ
り
県
内
の
労
災
事
故

の
発
生
数
や
建
設
業
で
の
災
害

事
例
の
説
明
、
足
場
改
正
の
注

意
等
が
あ
り
、
皆
さ
ん
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
諫
早
支
部
の
高
谷
支

部
長
よ
り
「
安
全
の
誓
い
」
が

宣
言
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
拍
手
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
安
全

功
労
賞
の
受
賞
者
は
下
記
事
業

所
で
す
。

〈
労
働
安
全
功
労
賞
受
賞
者
〉

（
敬
称
略
）

�
オ
オ
マ
チ
建
設

大
町

誠

（
中
央
支
部
）

�
古
里
塗
装

古
里

治
夫

（
大
浦
支
部
）

桑
原
辰
徳
建
築

桑
原

辰
徳

（
市
南
支
部
）

木
下
工
務
店

木
下
千
代
蔵

（
東
長
崎
支
部
）

道
端
建
設

道
端

敏
章

（
浦
上
西
支
部
）

�
二
松
建
設

松
谷

忠
雄

（
浦
上
東
支
部
）

川
林
左
官

川
林

満

（
西
彼
支
部
）

タ
サ
キ
建
築
工
業

田
崎

義
光

（
諫
早
支
部
）

中
尾
建
築

中
尾

政
男

（
大
村
支
部
）

菅
建
築

菅

進

（
島
原
支
部
）

ごご
協協
力力

ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた

組
合
で
は
、
長
建
国
保
の
運
営
に
欠
か
せ
な
い
平
成
二
十
二

年
度
国
保
助
成
金
（
補
助
金
）
の
増
額
確
保
の
要
求
に
向
け
、

組
合
員
・
家
族
の
皆
様
に
ハ
ガ
キ
要
請
の
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
一
七
、
八
七
九
通
の
ハ
ガ
キ
を

集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
大
浦
、
市
南
、

大
村
、
佐
世
保
北
、
北
松
、
平
戸
の
六
支
部
が
集
約
目

標
一
〇
〇
％
を
達
成
し
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家
族
の
声
を
直
接
国
へ
伝

え
る
大
切
な
運
動
で
す
。
組
合
は
、
各
支
部
よ
り
届
い

た
ハ
ガ
キ
を
無
駄
が
な
い
よ
う
に
、
点
検
し
厚
生
労
働

省
と
財
務
省
へ
投
函
し
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
組

合
員
・
家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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祐徳稲荷に参拝し、清 し々い
気持で、祐徳温泉へ

本
部
主
婦
会
日
帰
り
研
修
会

が
、
十
一
月
十
日
�
祐
徳
温
泉

「
宝
の
湯
」
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

県
下
各
地
よ
り
四
台
の
バ
ス

を
配
し
、
九
十
九
名
が
佐
賀
県

鹿
島
市
の
祐
徳
稲
荷
に
集
結
。

雨
の
中
で
の
参
拝
で
し
た
が
、

各
々
の
思
い
を
伝
え
、
す
が
す

が
し
い
気
持
ち
で
会
場
へ
。

岡
崎
副
会
長
の
開
会
の
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
、
相
川
執
行
委

員
長
よ
り
佐
々
町
議
選
・
北
村

亮
樹
氏
、
雲
仙
市
議
選
・
中
村

一
明
氏
、
平
戸
市
長
選
・
黒
田

成
彦
氏
勝
利
の
御
礼
や
近
況
報

告
。
来
賓
の
金
子
県
議
よ
り
、

政
権
交
代
に
よ
る
、
政
治
の
動

向
や
自
治
体
へ
の
影
響
に
つ
い

て
、
又
、
野
田
市
の
公
契
約
条

例
制
定
に
よ
り
国
の
公
契
約
法

成
立
に
も
明
る
い
兆
し
が
見
え

て
き
た
事
の
報
告
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

続
い
て
、
北
村
副
委
員
長
の

乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
に
入
り
、

宝
の
湯
の
方
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や

じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
・
カ
ラ
オ

ケ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
温
泉
に
入
る
方
も
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
十
三

種
類
全
部
を
制
覇
す
る
に
は
、

少
し
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
か

も
…皆

が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
全

員
で
今
回
か
ら
河
内
お
と
こ
節

（
炭
鉱
節
振
り
付
け
）
に
変
更

し
、
み
ん
な
で
練
習
し
ま
し
た
。

次
回
か
ら
は
、
完
ぺ
き
に
近
い

も
の
が
見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

お
楽
し
み
に
。

最
後
に
馬
場
副
会
長
が
閉
会

の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、
楽
し
い

一
日
が
終
了
し
ま
し
た
。

次
回
は
是
非
天
気
の
い
い
日

に
ゆ
っ
く
り
と
祐
徳
稲
荷
・
宝

の
湯
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

（
値
賀
）

祐祐徳徳稲稲荷荷にに参参拝拝しし、、清清々々ししいい
気気持持でで、、祐祐徳徳温温泉泉へへ
本部主婦会日帰り研修会

県
議
会
、
世
界
遺
産
登
録
推

進
特
別
委
員
会
の
現
地
調
査
で

マ
カ
オ
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

長
崎
を
朝
六
時
に
発
っ
て
現

地
到
着
は
夕
方
の
六
時
頃
に
な

り
ま
し
た
。

マ
カ
オ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
日

本
伝
来
と
は
切
っ
て
も
切
り
離

せ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
十
六
世

紀
後
半
の
南
蛮
貿
易
全
盛
期
や

ロ
ー
マ
へ
の
遣
欧
使
節
を
派
遣

し
た
時
代
、
長
崎
か
ら
最
初
に

逗
留
す
る
町
が
マ
カ
オ
で
し
た
。

当
然
多
く
の
日
本
人
が
在
住
と

記
録
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
最
初
の
キ
リ

ス
ト
教
と
の
出
会
い
、
当
然
ザ

ビ
エ
ル
も
マ
カ
オ
か
ら
派
遣
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

に
大
き
な
つ
な
が
り
を
持
っ
た

町
が
長
崎
と
マ
カ
オ
で
す
。

マ
カ
オ
に
は
多
く
の
世
界
遺

産
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
キ
リ

ス
ト
教
会
や
仏
教
寺
院
、
入
り

組
ん
だ
町
並
み
、
そ
れ
ら
が
混

在
し
な
が
ら
全
体
と
し
て
の
文

化
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

当
然
な
が
ら
長
崎
の
教
会
群

と
マ
カ
オ
の
教
会
群
と
は
建
築

さ
れ
た
年
代
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
日
本
の
鎖
国
時
代
は
禁

教
令
に
よ
っ
て
厳
し
く
取
り
締

ま
ら
れ
て
い
た
訳
で
す
か
ら
。

し
か
し
、
そ
の
精
神
は
深
く

そ
し
て
強
く
残
っ
て
お
り
、
明

治
以
降
に
禁
教
令
が
解
か
れ
、

信
仰
が
再
び
広
ま
っ
て
い
く
中

で
、
長
崎
の
教
会
群
が
建
て
ら

れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

マ
カ
オ
の
教
会
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
、
石

作
り
の
素
晴
ら
し
い
建
築
物
で

す
。
し
か
し
、
長
崎
の
教
会
群

に
見
ら
れ
る
、
コ
ウ
モ
リ
天
井

や
優
し
さ
を
た
た
え
る
窓
の
ラ

イ
ン
は
マ
カ
オ
の
教
会
に
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
日

本
独
特
の
暖
か
さ
で
あ
り
、
ワ

ビ
や
サ
ビ
の
心
に
通
じ
る
も
の

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
広
場
や
路
地
に
は
相

当
に
古
い
石
だ
た
み
が
残
っ
て

お
り
、
長
崎
の
石
だ
た
み
と
は

異
な
り
、
小
さ
な
石
を
寄
せ
集

め
た
石
だ
た
み
で
す
が
、
な
ぜ

か
懐
か
し
い
感
じ
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

仏
教
も
混
在
し
、
寺
院
が

建
っ
て
い
ま
す
。
お
堂
と
言
う

方
が
近
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
は
、
ま
だ
『
ま
そ
』
様

が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。『
ま
そ
』

信
仰
は
帆
船
航
海
時
代
に
安
全

祈
願
を
す
る
中
で
生
ま
れ
た
信

仰
で
、
日
本
で
は
長
崎
の
中
国

寺
に
の
み
残
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
の
旧
正
月
に
行
わ
れ
て

い
る
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
行
わ
れ
て
い
る『
ま
そ
』様

行
列
が
こ
れ
で
す
。
お
供
と
し

て
の
千
里
眼
、
順
風
児
も
祭
っ

て
あ
り
、
長
崎
と
の
つ
な
が
り

を
改
め
て
感
じ
た
街
で
し
た
。

第
三
十
八
回
県
技
能
士
大
会

が
十
一
月
二
十
日
、
ロ
ワ
ジ
ー

ル
ホ
テ
ル
（
長
崎
市
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
職
業
能
力
開
発
促

進
月
間
（
十
一
月
）
行
事
の
一

環
と
し
て
「
県
民
の
皆
様
に
技

能
尊
重
の
気
運
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
技
能
者
の
経
済
的
・
社

会
的
地
位
の
向
上
を
め
ざ
す
」

こ
と
を
目
的
に
開
催
。

主
催
者
を
代
表
し
て
藤
井
副

知
事
か
ら
「
受
賞
さ
れ
た
方
々

へ
敬
意
を
表
し
ま
す
と

共
に
、
今
後
も
県
産
業

界
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

県
技
能
士
会
連
合
会

の
前
田
富
雄
会
長
は

「
技
能
士
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
で
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
人
材
育
成
が
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
社
会
的
地
位
の

向
上
を
め
ざ
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
前
期
検
定

で
は
一
級
合
格
者
一
二
九
名
、

二
級
合
格
者
一
六
四
名
に
合
格

証
書
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

知
事
表
彰
で
は
優
れ
た
技
能
者

と
し
て
八
名
の
皆
さ
ん
が
受
賞

し
た
他
、
長
崎
マ
イ
ス
タ
ー
認

定
者
が
四
名
、
技
能
検
定
功
労

者
と
し
て
四
名
の
皆
さ
ん
が
県

職
業
能
力
開
発
協
会
会
長
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

（
田
上
）

支
部
事
務
所
の
床
・
壁
の
貼
り
替
え
工
事
！

佐
世
保
東
支
部
で
は
、
十
一

月
十
日
�
か
ら
十
三
日
�
ま
で

の
四
日
間
、
支
部
事
務
所
の
床
、

壁
の
貼
り
替
え
工
事
と
、
支
部

事
務
所
内
の
配
置
換
え
を
行
い

ま
し
た
。

天
候
が
生
憎
の
雨
模
様
と
な

り
、
冬
本
番
を
感
じ
る
寒
さ
の

中
、
支
部
三
役
の
方
を
中
心
に

行
い
ま
し
た
。

工
事
は
、
現
在
貼
ら
れ
て
い

る
フ
ロ
ア
剥
が
し
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

佐
世
保
東
支
部
事
務
所
は
、

建
設
か
ら
約
二
十
年
が
経
過
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
か
、
な
か

な
か
フ
ロ
ア
が
剥
が
れ
ず
、
か

な
り
の
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

な
ん
と
か
、
剥
が
し
終
わ
り
、

そ
の
後
は
新
し
い
フ
ロ
ア
貼
り

で
す
。
剥
が
す
作
業
に
費
や
し

た
時
間
が
嘘
の
よ
う
に
、
あ
っ

と
い
う
間
に
新
し
い
フ
ロ
ア
が

貼
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
平
日
に
施
工
し
た

為
、
通
常
業
務
を
行
い
な
が
ら

の
工
事
と
な
り
、
半
分
ず
つ
、

剥
が
し
て
は
貼
っ
て
い
く
と
い

う
形
で
工
事
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。

ま
た
、
ク
ロ
ス
に
お
い
て
も
、

奇
麗
に
貼
っ
て
い
た
だ
き
、
新

し
く
貼
ら
れ
た
壁
、
床
は
ま
る

で
別
の
建
物
の
よ
う
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
が
物
語
る

荷
物
の
多
さ
に
戸
惑
い
な
が
ら

の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
配

置
換
え
も
無
事
事
故
も
な
く
、

全
て
の
作
業
を
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
支

部
事
務
所
の
雰
囲
気
は
、
素
晴

ら
し
い
も
の
と
な
り
、
今
後
の

様
々
な
組
合
運
動
の
拠
点
と
し
、

よ
り
一
層
、
組
合
運
動
に
力
を

い
れ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
日
の
施
工
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
支

部
三
役
・
主
婦
会
の
皆
さ
ん
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
松
園
）

【
知
事
表
彰
】

順
不
同
、
敬
称
略

優
れ
た
技
能
者

中
尾
政
男
（
建
築
大
工
・
大
村
支
部
）

【
長
崎
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
者
】

松
谷
忠
雄
（
型
枠
工
・
浦
上
東
支
部
）

【
県
職
業
能
力
開
発
協
会
会
長
表
彰
】

技
能
検
定
功
労
者

田
崎
康
夫
（
塗
装
・
浦
上
西
支
部
）

県
議
会
だ
よ
り

２８

第
三
十
八
回

県県
技技
能能
士士
大大
会会

11・10

佐世保東支部

△９９人の熱気で、ムンムンの研修会

優れた技能者
組合員３名が表彰

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

世界遺産 聖ポール天主堂跡（マカオ）
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浦
上
東
支
部

終
始
笑
顔
で
心
地
良
い
汗

茂
木
分
会
住
宅
デ
ー

十
一
月
三
日
�
、
中
央
支
部

茂
木
分
会
で
は
「
茂
木
地
区
商

工
ま
つ
り
」
協
賛
の
住
宅
デ
ー

を
茂
木
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
で
総

勢
二
十
八
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
冬
型
の
気
圧

配
置
の
影
響
で
午
前
中
を
中
心

に
今
秋
一
番
の
寒
さ
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
会
場
は
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
や
出
店
に
よ
り
、
多

く
の
来
場
者
が
訪
れ
大
変
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
住
宅
デ
ー
の
テ
ン
ト

も
開
店
当
初
か
ら
多
く
の
来
客

が
あ
り
、
受
付
か
ら
次
々
に
運

ば
れ
て
く
る
包
丁
の
錆
落
と
し

や
刃
こ
ぼ
れ
の
修
復
作
業
に
追

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
包
丁
研
ぎ

で
は
流
石
に
漁
師
町
と
あ
っ
て

「
さ
し
み
包
丁
」
や
「
出
刃
庖

丁
」
が
他
の
住
宅
デ
ー
会
場
に

比
べ
て
多
か
っ
た
様
な
気
が
し

ま
し
た
。

（
大
賀
）

東
長
崎
支
部
で
は
、
十
一
月

十
五
日
�
つ
つ
じ
が
丘
一
・
二

丁
目
公
民
館
と
中
里
公
民
館
の

二
会
場
で
無
料
リ
フ
ォ
ー
ム
相

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

従
来
、
住
宅
デ
ー
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
少
し

で
も
仕
事
に
繋
げ
よ
う
と
昨
年

よ
り
名
称
を
変
更
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

来
場
者
に
は
、
住
宅
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
し
て
も

ら
い
、
先
着
順
で
ス
ノ
コ
や
鍋

敷
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
包
丁
研

ぎ
の
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

両
会
場
と
も
、
地
域
に
浸
透

し
て
き
た
よ
う
で
、
受
付
と
同

時
に
、
多
数
の
来
場
者
で
、
賑

わ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中

に
は
顔
な
じ
み
に
な
り
、
日
曜

大
工
用
の
カ
ン
ナ
の
刃
を
プ
ロ

の
大
工
さ
ん
に
研
い
で
も
ら
お

う
と
、
年
一
回
の
こ
の
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

毎
年
こ
の
十
一
月
の
時
期
は
、

冬
の
寒
さ
が
訪
れ
る
時
期
で
も

あ
り
、
寒
さ
と
水
の
冷
た
さ
に

耐
え
な
が
ら
の
取
り
組
み
と
な

り
ま
し
た
。

（
牧
島

貢
）

参
加
者

（
敬
称
略
）

田
森

勝

内
野

幸
雄

太
田

俊
一

太
田

寿
俊

山
口

龍
志

山
口
大
志
郎

大
平

高
好

山
本

孝
義

石
橋

廣
喜

小
川

友
也

樋
口

正
人

大
石

直

馬
渡

正
幸

坂
口

忠
義

手
水

鐵
吉

吉
岡

照
國

山
口

賢
龍

田
川

修

馬
場
ヒ
ロ
子

川
原

幸
枝

内
野

計
子

樋
口
須
磨
子

馬
渡
ヒ
ロ
子

吉
岡

茂
子

太
田

昌
子

山
口
美
佐
江

金
子
喜
久
枝

栗
田
ミ
ド
リ

（
金
子
三
智
郎
）

（
相
川

哲
男
）

参
加
者

（
敬
称
略
）

牧
島

貢

里

雄
二
郎

荒
木

八
男

藤
本

稔
美

本
田

隆
彦

松
田

六
広

井
手

貞
夫

長
野

末
廣

岩
永

和
範

寺
田

政
徳

松
尾

昭
幸

松
尾

学

渡
辺

国
昭

本
田

順
一

赤
瀬

勇

岩
永
ひ
と
み

渡
辺
の
り
子

（
金
子
三
智
郎
）

（
相
川

哲
男
）

（
澤
山

敬
子
）

十
一
月
十
五
日
�
朝
十
時
か

ら
、
大
橋
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ウ
ル
で
、

主
婦
・
家
族
参
加
の
親
睦
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
。

ル
ー
ル
は
簡
単
明
瞭
、
二

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
そ
の
合
計
得

点
で
順
位
を
決
定
し
ま
す
。
参

加
者
は
十
九
名
と
少
な
め
で
し

た
が
、
金
子
県
議
の
始
球
式
の

後
、
優
勝
賞
品
の
「
新
米
五
キ

ロ
」
を
目
指
し
て
プ
レ
イ
ボ
ー

ル
。力

み
す
ぎ
て
の
第
一
投
、
何

十
年
ぶ
り
で
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
で

緊
張
し
た
り
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や

ス
ペ
ア
が
出
た
時
の
笑
顔
の
ハ

イ
タ
ッ
チ
な
ど
、
様
々
で
し
た

が
、
抜
き
ん
で
た
ス
コ
ア
を
出

す
方
が
な
く
、
皆
さ
ん
「
五
十

歩
百
歩
」
で
、
な
か
な
か
の
接

戦
と
な
り
ま
し
た
。

二
ゲ
ー
ム
終
わ
っ
た
頃
に
は

程
よ
い
運
動
量
で
、
笑
顔
に
ほ

ん
の
り
汗
を
か
い
て
健
康
増

進
・
メ
タ
ボ
対
策
の
一
つ
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
、
初
め
て
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
量
が
判
っ

た
と
こ
ろ
で
、
次
回
の
優
勝
目

指
し
て
作
戦
を
練
っ
て
見
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

（
井
関
）

佐
世
保
北
支
部
一
泊
二
日
の

支
部
旅
行
を
十
一
月
十
五
日
か

ら
宮
島
方
面
へ
総
勢
二
十
四
名

で
行
き
ま
し
た
。

今
年
は
天
気
の
心
配
は
な
い

と
思
い
き
や
、
あ
る
組
合
員
さ

ん
か
ら
寝
坊
し
ま
し
た
と
の
連

絡
。
こ
れ
は
ど
う
な
る
こ
と
や

ら
と
不
安
を
抱
き
な
が
ら
、
バ

ス
へ
大
量
の
ビ
ー
ル
を
積
み
込

ん
で
い
る
と
、
今
度
は
遠
く
か

ら
走
っ
て
く
る
副
支
部
長
。
こ

れ
か
ら
大
変
な
一
日
が
始
ま
る

と
思
い
つ
つ
、
バ
ス
は
出
発
。

途
中
各
バ
ス
停
で
、
組
合
員
さ

ん
を
乗
せ
、
最
後
に
お
寝
坊
さ

ん
夫
婦
が
乗
り
、
ま
ず
は
錦
帯

橋
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

車
中
で
は
、
早
速
乾
杯
の
発

声
で
、又
、昨
年
お
世
話
に
な
っ

た
松
尾
バ
ス
ガ
イ
ド
と
山
口
運

転
手
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に

第
一
の
目
的
地
に
着
く
か
と

思
っ
た
ら
、
目
前
で
ト
イ
レ
に

行
き
た
い
と
い
う
組
合
員
さ
ん

が
出
て
き
て
、
路
上
駐
車
。
後

続
車
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
、
移
動
し
、
や
っ
と
錦
帯

橋
へ
。

錦
帯
橋
で
は
、
橋
の
つ
く
り

に
感
心
。
宮
島
で
は
、
寒
い
な

か
熱
心
な
現
地
ガ
イ
ド
の
話
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
二
日

目
の
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

各
自
思
い
思
い
の
と
こ
ろ
を
回

り
、
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
と

の
声
も
上
が
っ
て
ま
し
た
。
最

後
に
広
島
原
爆
ド
ー
ム
を
バ
ッ

ク
に
記
念
撮
影
。

帰
り
の
車
中
で
は
、
長
崎
は

観
光
ア
ピ
ー
ル
の
方
法
や
施
設

等
々
が
広
島
と
比
べ
て
、
ま
だ

ま
だ
な
ど
、
話
を
し
な
が
ら
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
長
い
移
動
時
間
も
、
あ
っ

と
い
う
間
に
佐
世
保
み
な
と
へ

と
到
着
。
と
思
い
き
や
、
こ
こ

で
又
ハ
プ
ニ
ン
グ
。
駅
ま
で
あ

と
わ
ず
か
と
い
う
こ
の
時
に
、

ト
イ
レ
の
声
が
上
が
り
、
赤
信

号
の
間
に
ト
イ
レ
へ
直
行
、
バ

ス
は
駅
の
反
対
方
向
へ
と
向
か

い
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
組
合
員

さ
ん
を
再
度
乗
車
後
、
最
後
に

バ
ス
ガ
イ
ド
の
「
ぺ
け
ペ
ン
ペ

ン
」
で
締
め
、
大
笑
い
し
な
が

ら
そ
れ
ぞ
れ
自
宅
へ
と
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

本
当
に
楽
し
い
二
日
間
で
し

た
。

（
渕
上
）

東
長
崎
支
部

佐
世
保
北
支
部

中
央
支
部

寒
さ
も
吹
き
飛
ば
す
大
賑
わ
い

観光はしっかり「ハイ ポーズ」

ハ
プ
ニ
ン
グ
満
載
、安
芸（
秋
）の
宮
島
へ

支支部部旅旅行行会会

無
料
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
会

和気あいあいの親睦ボウリング大会

親親睦睦ボボウウリリンンググ大大会会
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○
建
設
長
崎
新
春
旗
開
き（

五
日
）

○
各
支
部
新
春
旗
開
き

（
十
三
日
〜
三
十
日
）

○
中
小
建
設
業
協
会
新
春
交
流

会
・
講
演
会

（
二
十
日
）

○
本
部
主
婦
会
新
年
の
集
い

（
二
十
一
日
）

○
県
下
五
税
務
署
交
渉

（
十
九
日
〜
二
十
六
日
）

○
税
金
学
習
会
の
開
催

○
所
得
税
の
申
告
受
付

○
各
支
部
賃
金
活
動
者
会
議
開

催

（
十
日
〜
二
十
三
日
）

○
消
費
税
引
き
上
げ
大
衆
増
税

反
対
署
名
（
二
、
五
三
三
筆

集
約
）

○
長
建
国
保
理
事
会
（
九
日
）

○
長
建
国
保
組
合
会（

二
十
六
日
）

○
長
建
国
保
保
険
証
更
新
受
付

○
所
得
税
一
括
申
告

（
二
、二
七
三
名
分
）

○
消
費
税
申
告
受
付

一
括
申
告
（
三
七
〇
名
）

○
春
期
拡
大
行
動
ス
タ
ー
ト

○
建
設
業
許
可
変
更
届
受
付

（
個
人
）

○
専
門
学
院
修
了
式

○
各
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

大
村
支
部
優
勝

（
十
二
日
）

○
専
門
学
院
入
校
式

○
県
土
木
部
長
交
渉

○
市
内
支
部
県
政
報
告
会

○
春
期
お
得
意
先
回
り
週
間

（
二
十
日
〜
二
十
六
日
）

○
五
・
二
七
生
活
危
機
突
破
・

衆
議
院
選
挙
必
勝
総
決
起
集

会
（
二
五
八
名
参
加
）

○
第
八
十
回
メ
ー
デ
ー

○
賃
金
宣
伝
行
動

○
青
年
技
能
競
技
大
会

十
名
参
加
（
十
七
日
）

○
春
期
拡
大
行
動

○
九
地
協
企
業
交
渉

（
四
日
〜
五
日
）

○
主
婦
会
総
会
一
一
四
名
集
う

（
十
九
日
）

○
青
年
部
大
会
（
二
十
四
日
）

次
代
を
担
う
青
年
部
員
一
一

三
名
が
集
結

○
専
門
学
院
総
会（
二
十
九
日
）

○
国
保
概
算
要
求
ハ
ガ
キ
要
請

○
北
村
亮
樹
氏

佐
々
町
議
選
当
選

○
建
設
長
崎
第
六
十
四
回
定
期

大
会

不
況
克
服
！
組
織
拡
大
、
仕

事
・
生
活
を
守
り
、総
選
挙
に

勝
利
！（
十
八
日
〜
十
九
日
）

○
長
建
国
保
理
事
会
（
九
日
）

○
長
建
国
保
組
合
会（
二
十
七
日
）

○
中
小
建
設
業
協
会

第
三
十
三
回
総
会（
二
十
七
日
）

○
建
設
労
働
一
一
〇
番

（
二
十
六
日
）

○
各
支
部
大
会
の
開
催

全
体
一
、
一
一
〇
名
参
加

（
二
十
日
〜
九
月
九
日
）

○
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭（

八
日
）

○
浦
上
川
万
灯
流
し
（
九
日
）

○
原
爆
者
慰
霊
盆
踊
り（
九
日
）

○
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
選

挙

民
主
三
〇
八
、
社
民
現

有
議
席
確
保

（
三
十
日
）

○
各
支
部
住
宅
デ
ー
実
施

包
丁
研
ぎ
・
木
工
教
室
・
住

宅
相
談
等

○
秋
期
拡
大
行
動
ス
タ
ー
ト

○
後
援
会
結
成
総
会（

二
十
九
日
）

○
国
保
所
得
調
査
実
施

○
建
設
長
崎
・
長
建
国
保
役
員

合
同
研
修
会

社
会
保
障
を
勝
ち
取
る
ま
で

の
歴
史
を
再
学
習

二
四
七

名
参
加

（
十
五
日
）

○
第
五
十
回
全
建
総
連
大
会

（
東
京
）

（
二
十
一
日
〜
二
十
三
日
）

○
ま
ち
づ
く
り
総
合
住
宅
フ
ェ
ア

（
長
崎
、
佐
世
保
、
島
原
）

（
十
一
日
・
三
十
一
日
）

○
長
崎
・
県
央
地
区
労
働
安
全

推
進
大
会

（
十
七
日
）

○
組
合
員
家
族
慰
安
大
運
動
会

雨
天
の
為
、
開
会
式
の
み

（
一
日
）

○
本
部
主
婦
会
日
帰
り
研
修
会

（
十
日
）

○
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
二
〇

〇
九

（
二
十
九
日
）

○
仕
事
確
保
得
意
先
回
り
月
間

○
中
村
一
明
氏

雲
仙
市
議
選
当
選

○
国
保
予
算
要
求
ハ
ガ
キ
要
請

特
別
助
成
概
算
要
求
額
満
額

確
保
に
向
け
て
実
施

○
各
支
部
忘
年
会
を
開
催

○
福
岡
国
税
局
交
渉（
十
八
日
）

○
金
子
県
議
四
度
目
の
一
般
質
問

（
四
日
）

○
仕
事
納
め

（
二
十
九
日
）

KENSETSU NAGASAKI

２２００００９９年年のの主主なな出出来来事事
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